
カルタヘナ議定書と名古屋・クアラルンプール補足議定書の関係

生物多様性条約
（平成４年５月採択、平成５年12月発効/締約国：192カ国及びＥＵ）

名古屋・クアラルンプール補足議定書
（平成22年10月採択、未発効）

カルタヘナ議定書
（平成12年１月採択、平成15年９月発効/締約国：161カ国及びＥＵ）

Ａ国 Ｂ国
LMOの輸入者、輸送者等LMOの開発者、輸出者等

Ｂ国の行政機関が管理者（輸入
者、輸出者、開発者等）に対し
対応措置を要求

生物多様性への
損害が発生した場合

※LMO：遺伝子組換え生物
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